
別紙１　

１　対象地区の現状

① 地区内の耕地面積 ｈａ

② 地区内における農業者の耕作面積の合計 ｈａ

ⅰ うちアンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 ｈａ

③ 地区内における６５歳以上の農業者の耕作面積の合計 ｈａ

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 ｈａ

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 ｈａ

④ 地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名 地区内集落名 作成年月日 直近の更新年月日

金沢市 内川地区 三小牛、別所、蓮花、山川、小原、住吉、新保 2017/11/28 2020/3/26
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6.9
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1.6
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(備考）

91.2



２　対象地区の課題

３　対象地区内における中心経営体への農地の集約に関する方針

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

・農業従事者の減少、高齢化
・後継者不足
・都市化の拡大等により宅地化が進み、農業生産環境の悪化

・農家の高齢化等により耕作出来なくなった農地については、地域の中心となる集落営農組織や認定農業者等へ
集積
・新規就農者の受入れ、荒廃農地の発生を防止

・農地中間管理機構を活用し、金沢農業大学校修了生等への農地斡旋
・地域ぐるみによる農業生産施設（農道、水路等）の維持・管理
・都市化の進展に伴い農地が減少しているが、今後とも、農地としての保全・利用を図る
・獣害対策の強化


